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派遣事業の趣旨

　市内中学生の平和・環境学習を目的として『一宮市 100 周年記念事業』のひと

つとして企画し、2021年に同じく 100 周年を迎えた那覇市へ中学生を派遣しま

した。

　那覇市を中心とした沖縄本島には、戦争の遺構をもつ施設が多くあります。

その中でも、那覇市の旭ヶ丘公園にある「小桜の塔」は、対馬丸事件（※）で犠牲と

なった子どもたちの慰霊碑であり、建立の際には、当時一宮市にお住まいの方が

募金を呼び掛けたという記録があります。「小桜の塔」に隣接する対馬丸記念館

をはじめ、戦争にまつわる施設を見学することで、中学生の皆さんの平和に対す

る深い理解を図りました。

　また沖縄本島には、私たちが住む一宮市とは異なる自然環境を感じることがで

きます。自然の美しさだけでなく、環境問題に実際に触れることで、環境につい

てより深く学習する機会になりました。

　今回は平和・環境学習に加えて、那覇市立上山中学校のご協力のもと、生徒の

皆さんと交流する機会をつくることができました。那覇市・一宮市両市の100周

年をきっかけにした中学生の交流が、両市の今後の交流につながればと考えてい

ます。

（※）対馬丸事件

学童疎開のため、長崎に向かっていた対馬丸が、1944（昭和19）年8月22日にアメ

リカの潜水艦ボーフィン号に攻撃されて沈没した事件。亡くなった人は 1,484名

で、その半分は学童であったと言われている。

『中学生平和・環境学習ツアーin沖縄』

❶



□ 参加生徒（五十音順）

□ 派遣までの実施内容

□ 引率 □ 企画・運営

齋　藤　禄　子
坂井田　唯　斗
鷲　見　一　華
田　中　知　里
谷　　　和佳奈
牧　野　晃　汰
丸　山　桜　音
鷲　津　怜　恩
渡　部　加　寿

尾西第三中学校
北 方 中 学 校
北 部 中 学 校
今伊勢中学 校
中 部 中 学 校
今伊勢中学 校
北 方 中 学 校
木曽川中学 校
中 部 中 学 校

1年
2年
1年
1年
2年
1年
2年
2年
3年

淺　野　愛　佳
今　井　柚　維
岩　渕　絢　子
大　島　千　花
小　澤　璃　乃
神　藏　奏　心
川　井　大　義
久　米　彩　世
古　山　蓮　弥
近　藤　絢　子

南 部 中 学 校
尾西第一中学校
尾西第三中学校
大 和 中 学 校
千 秋 中 学 校
今伊勢中学 校
尾西第三中学校
尾西第一中学校
奥 中 学 校
尾西第二中学校

長谷川　賢　治
竹 元 　 巨
寺　本　豊　子
成　戸　佐千子
西 浦 太 一

総 合 政 策 部
教育部学校教育課
教育部学校教育課
いちのみや市100
周年実行委員会

2年
2年
1年
1年
1年
2年
3年
1年
3年
3年

次 長
課長補佐
課長補佐
事務局長
補 佐

臼 井 　 保
成　戸　佐千子
犬　飼　慎　一
西 浦 太 一

いちのみや
市100周年
実行委員会

事 務 局 長
事務局長補佐
事 務 局 員

4月26日㈪ ～ 6月11日㈮
6月27日㈰

7月25日㈰

7月30日㈮

8月23日㈪

12月11日㈯

派遣生徒募集
選考会

事前学習

オンライン交流会①

オンライン交流会②

事前オリエンテーション

派遣予定日 ： 8月22日（日）～24日（火）として募集
生徒19名を選考
・「一宮空襲」に関する講義（一宮市博物館学芸員）
・「平和について私たちができること」に
  関するグループワーク
・緊急事態宣言発令により8月の派遣中止を決定
・那覇市立上山中学校の生徒12名との
  オンライン交流会を実施（アプリ使用）
　＜内容＞（グループワーク）
　・それぞれの街の紹介
　・学校で流行っていること
・那覇市立上山中学校の生徒12名との
 オンライン交流会を実施（電子黒板使用）
　＜内容＞（グループワーク）
　・それぞれの街の紹介資料の作成
　・「平和について私たちができること」について
・12月の派遣を決定
・派遣に関する説明

実施事項 内　　　　　　　容日　付

（オンライン交流会まで） （オンライン交流会まで）

株式会社JTB 名古屋事業部

株式会社JTB 名古屋事業部

❷



□ 行程表

5：45
5：50
6：13
↓

7：03
8：45
↓

11：20
12：00
↓

12：15

13：00
↓

13：30

15：30
↓

16：10

17：00
↓

17：30
17：45

18：50

21：00

集合
出発式
名鉄一宮駅発

中部国際空港駅着
中部国際空港発

那覇空港着
那覇空港発
（バス）
四つ竹着

四つ竹発
（バス）
おきなわワールド着

おきなわワールド発
（バス）
対馬丸記念館着

対馬丸記念館発
（バス）
ホテル着
講話

夕食

就寝

・名鉄一宮駅改札前コンコース

○昼食

○シーサーの絵付け体験や玉泉洞（鍾乳洞）を
　見学するなど、沖縄の文化や自然を学習した。

○「小桜の塔」を訪問し対馬丸事件で姉二人を亡くした
　外間邦子さんのお話を聴いた。

〇「対馬丸記念館」を見学し、対馬丸事件について
　資料や動画を見て学習した。
○ホテルサン沖縄
〇公益財団法人 対馬丸記念館 理事長 髙良政勝さん
　に、対馬丸襲撃事件から生還した体験談や戦時中
　の生活についてお話を聴いた。
（尾西第ニ中３年 近藤絢子さんが感想とお礼の言葉）

日　　程 内　　　　　　　容時　間

１日目　【12月 25 日（土）】
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6：00
6：30
7：45
↓

8：45

9：45
↓

10：45

11：55
↓

12：30

13：15
↓

13：30

15：15
↓

17：30

19：00
↓

19：10
19：15

21：00

起床
朝食
ホテル発
（バス）
万座毛着

万座毛発
（バス）
古宇利オーシャンタワー着

古宇利オーシャンタワー発
（バス）
ホテルオリオンモトブ着

ホテルオリオンモトブ発
（徒歩）
美ら海水族館着

美ら海水族館発
（バス）
国際通り着

国際通り発
（バス）
ホテル着
夕食

就寝

 

〇隆起した珊瑚岩からなる高さ２０ｍの絶壁や
　象の鼻のような形の岩が見えるスロープを歩
　いた。環境問題になっている海面に浮かぶ軽
　石を確認した。

〇色とりどりの美しい貝殻の展示やタワーから
　の絶景を観賞した。

○昼食

〇沖縄周辺の海に生息する多種多様な生物種を
　見学した。

〇那覇市の中心にある国際通りを散策した。

〇ホテルサン沖縄

日　　程 内　　　　　　　容時　間

２日目　【12月 26 日（日）】
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6：00
6：30
8：40
↓

8：55
9：00

10：00
↓

10：45

11：30
↓

11：35
12：30
↓

13：00

14：15
↓

14：45
16：15
↓

17：56
19：06
↓

19：52
20：00

起床
朝食
ホテル発
（バス・徒歩）
上山中学校着
交流会

上山中学校発
（バス）
ひめゆりの塔着

ひめゆりの塔発
（徒歩）
優美堂着
優美堂発
（バス）
首里城着

首里城発
（バス）
那覇空港着
那覇空港発

中部国際空港着
中部国際空港駅発

名鉄一宮駅着
解散式
解散

 

〇４つの班に分かれ、自己紹介の後、２つのテーマにつ
　いて意見交換を行った。
【テーマ①】沖縄の各施設・景勝地を見学して感じたこと
【テーマ②】環境について
〇意見交換後、一宮市の各班長が意見交換の内容を発表
　した。
〇プレゼント交換を行った。（一宮市：100周年記念いちみ
　んピンバッジ、上山中：学校オリジナルキーホルダー・校章）
〇一宮市と上山中の代表生徒が感想とお礼の言葉
　今伊勢中２年 神藏奏心さん

〇「ひめゆりの塔」「ひめゆり平和記念資料館」を見学し
　証言映像や当時の写真、壕の実物大模型などを通して、
　ひめゆり学徒隊が体験した沖縄戦の様子を学習した。

○昼食

〇2019年10月31日の火災により正殿を含む建物9棟
　が消失し、復旧・復興に向けた工事が進む首里城を見
　学した。

名鉄一宮駅前コンコース

日　　程 内　　　　　　　容時　間

３日目　【12月 27 日（月）】
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　一宮市は、今年100周年を迎えます。私は、市の事業の一環として、平和・環

境について学ぶ会に参加させていただきました。

　初めは、夏休みに沖縄を訪問する予定でしたが、新型コロナ感染状況が悪化し

たため冬休みに延期となりました。訪問前のオリエンテーションでは、戦争につ

いて学び、なぜ戦争が起こってしまったのか、戦争を二度と起こさないためには

どうすればいいのかをグループで話し合いました。私たちは、「戦争は些細なこ

とから始まり、話し合いをして解決することが大切」という結論になりました。

さらに、沖縄の中学生とのリモート交流では、夏休みの終わりは私たちより早い

こと、夏休みの過ごし方は、沖縄では海に行くことが主流で、海に飛び込んで遊

ぶことを知り、とても驚きました。環境の違いで、文化や遊び方までもが違うと

感じました。

　沖縄では、対馬丸記念館やひめゆりの塔を訪れました。私と同じ年頃の学生た

ちが、本当なら関わるはずのなかった戦争で悲惨な目にあったことを学び、心が

痛みました。当時の様子を写したビデオでは、兵士が苦しむ様子や、まるで映画

の中のようなミサイルが飛び交う様子があり、見ていてとても辛く、涙が出そう

になりました。戦時中に女学生だった方々の証言映像では、壕の中での過酷な生

活を知りました。敵の捕虜になるくらいなら自決しろという考えに怒りも感じま

した。

　ホテルでは、対馬丸記念館の館長であり、実際に戦争を体験した語り部の方か

らお話を聞きました。当時の暮らしの様子だけでなく、船に乗ってから助かるま

での覚えている状況も語ってくださいました。お話しの最後には、「戦争の原因

は人の心である。恨み、憎しみ、お互いの意見を言葉で表せないことで戦争は起

きる。戦争を起こさせないためには、言葉で解決することが何より大切なのだ」

と強くおっしゃっていました。事前のオリエンテーションで話し合って出た結論

と似ていたこともあり、心にとても深く響きました。こうして貴重なお話を聞か

せていただいた私たちが、これからの社会を作っていくことになる私たちが、戦

争の悲惨さを理解し、二度と起こらないよう後世に伝えていかなければならない

と思いました。

　最後に、この機会に一宮の様々な中学生や沖縄の中学生と交流でき、自分の狭

かった世界を少し広げることができたこと、たくさんの方に関わっていただき、

コロナで大変な中、沖縄訪問が実現できたことに、感謝の気持ちでいっぱいです。

ありがとうございました。

淺 野  愛 佳
（南部中学校・2年）
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　一宮市は、今年100周年を迎えます。私は、市の事業の一環として、平和・環

境について学ぶ会に参加させていただきました。

　初めは、夏休みに沖縄を訪問する予定でしたが、新型コロナ感染状況が悪化し

たため冬休みに延期となりました。訪問前のオリエンテーションでは、戦争につ

いて学び、なぜ戦争が起こってしまったのか、戦争を二度と起こさないためには

どうすればいいのかをグループで話し合いました。私たちは、「戦争は些細なこ

とから始まり、話し合いをして解決することが大切」という結論になりました。

さらに、沖縄の中学生とのリモート交流では、夏休みの終わりは私たちより早い

こと、夏休みの過ごし方は、沖縄では海に行くことが主流で、海に飛び込んで遊

ぶことを知り、とても驚きました。環境の違いで、文化や遊び方までもが違うと

感じました。

　沖縄では、対馬丸記念館やひめゆりの塔を訪れました。私と同じ年頃の学生た

ちが、本当なら関わるはずのなかった戦争で悲惨な目にあったことを学び、心が

痛みました。当時の様子を写したビデオでは、兵士が苦しむ様子や、まるで映画

の中のようなミサイルが飛び交う様子があり、見ていてとても辛く、涙が出そう

になりました。戦時中に女学生だった方々の証言映像では、壕の中での過酷な生

活を知りました。敵の捕虜になるくらいなら自決しろという考えに怒りも感じま

した。

　ホテルでは、対馬丸記念館の館長であり、実際に戦争を体験した語り部の方か

らお話を聞きました。当時の暮らしの様子だけでなく、船に乗ってから助かるま

での覚えている状況も語ってくださいました。お話しの最後には、「戦争の原因

は人の心である。恨み、憎しみ、お互いの意見を言葉で表せないことで戦争は起

きる。戦争を起こさせないためには、言葉で解決することが何より大切なのだ」

と強くおっしゃっていました。事前のオリエンテーションで話し合って出た結論

と似ていたこともあり、心にとても深く響きました。こうして貴重なお話を聞か

せていただいた私たちが、これからの社会を作っていくことになる私たちが、戦

争の悲惨さを理解し、二度と起こらないよう後世に伝えていかなければならない

と思いました。

　最後に、この機会に一宮の様々な中学生や沖縄の中学生と交流でき、自分の狭

かった世界を少し広げることができたこと、たくさんの方に関わっていただき、

コロナで大変な中、沖縄訪問が実現できたことに、感謝の気持ちでいっぱいです。

ありがとうございました。

一宮空襲の勉強会

❺
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　私がこの平和・環境学習ツアー in 沖縄で学べたことは沢山あります。私はこ

のツアーで初めて沖縄を訪れました。沖縄では、愛知県では学べない環境のこと

や戦争のこと、文化などについて沢山学ぶことができました。その中でも、私が

とても心に残っているものをご紹介します。

　まず、環境についてです。初めに訪れた玉泉洞という鍾乳洞で、人生で初めて

鍾乳洞を見学しました。三年にわずか一ミリしか成長しないという事を聞き、自

然がつくる美しい光景に目を奪われました。また、古宇利オーシャンタワーや万

座毛で海の絶景を見ました。普段あまり海をまじかで見ることができないので、

広大な美しい海にも目を奪われました。そして、美ら海水族館を訪れ、美しい海

に生きる生き物達も見る事ができました。しかし、今、軽石問題が挙げられてい

ると聞きました。人間と同じ生き物達のためにも美しい海を絶対に破壊してはな

らないと思いました。後世まで美しい環境を残していくためにこれからの未来を

担う私たちが環境を守っていかねばならないと実感しました。

　次に戦争についてです。対馬丸記念館やひめゆりの塔で戦争について学びまし

た。実際にこの２つの施設を見学してみて、今まで知らなかった事実に涙が溢れ

てくる場面もありました。それでも実際にその地に訪れて学んだからしか分から

ない知識や気持ちを持つことができて、今まで「戦争＝起こしてはならないこと」

などと、ふんわり考えていた思想が変わり、「戦争＝罪なき人々が沢山犠牲になっ

てしまったもう一生起こしてはならないこと」という考えを、持つことができま

した。実際にその場所に行き現地の人々に話を聞いたり、実際に戦争を経験し、

家族を失った人の話を聞いたりすることはなかなかできる体験ではないので、こ

れからの自分の生き方に大きく影響する体験ができてよかったなと思いました。

　この沖縄派遣では本当に沢山の環境や戦争について学びました。この派遣で学

んだことをこれからの学びや生涯に生かし、少しでも長く、人が暮らせるような

世界にしたり、世界中で平和が続くよう、これからも環境や平和の課題に耳を傾

けたいなと思いました。この沖縄派遣に行くことができ、本当によかったです。

生
徒
感
想
文

今井  柚 維
（尾西第一中学校・2年）

❻
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　私がこの平和・環境学習ツアー in 沖縄で学べたことは沢山あります。私はこ

のツアーで初めて沖縄を訪れました。沖縄では、愛知県では学べない環境のこと

や戦争のこと、文化などについて沢山学ぶことができました。その中でも、私が

とても心に残っているものをご紹介します。

　まず、環境についてです。初めに訪れた玉泉洞という鍾乳洞で、人生で初めて

鍾乳洞を見学しました。三年にわずか一ミリしか成長しないという事を聞き、自

然がつくる美しい光景に目を奪われました。また、古宇利オーシャンタワーや万

座毛で海の絶景を見ました。普段あまり海をまじかで見ることができないので、

広大な美しい海にも目を奪われました。そして、美ら海水族館を訪れ、美しい海

に生きる生き物達も見る事ができました。しかし、今、軽石問題が挙げられてい

ると聞きました。人間と同じ生き物達のためにも美しい海を絶対に破壊してはな

らないと思いました。後世まで美しい環境を残していくためにこれからの未来を

担う私たちが環境を守っていかねばならないと実感しました。

　次に戦争についてです。対馬丸記念館やひめゆりの塔で戦争について学びまし

た。実際にこの２つの施設を見学してみて、今まで知らなかった事実に涙が溢れ

てくる場面もありました。それでも実際にその地に訪れて学んだからしか分から

ない知識や気持ちを持つことができて、今まで「戦争＝起こしてはならないこと」

などと、ふんわり考えていた思想が変わり、「戦争＝罪なき人々が沢山犠牲になっ

てしまったもう一生起こしてはならないこと」という考えを、持つことができま

した。実際にその場所に行き現地の人々に話を聞いたり、実際に戦争を経験し、

家族を失った人の話を聞いたりすることはなかなかできる体験ではないので、こ

れからの自分の生き方に大きく影響する体験ができてよかったなと思いました。

　この沖縄派遣では本当に沢山の環境や戦争について学びました。この派遣で学

んだことをこれからの学びや生涯に生かし、少しでも長く、人が暮らせるような

世界にしたり、世界中で平和が続くよう、これからも環境や平和の課題に耳を傾

けたいなと思いました。この沖縄派遣に行くことができ、本当によかったです。

玉泉洞（鍾乳洞）

❼

❾



　私は、この学習ツアーで初めて沖縄を訪れました。飛行機から沖縄本島が見え

た時、島周辺の美しい海にとても感動しました。古宇利大橋を渡った時の海は、

写真や映像で見る海を超える美しさでした。沖縄独特の雰囲気や文化も味わうこ

とができ、とても良い経験になりました。

　古宇利オーシャンタワーや美ら海水族館、万座毛では、沖縄の自然や海の世界

に触れることができ、あいにくの天気でも分かる海の色の違いに驚きました。古

宇利オーシャンタワーでは沖縄で見られる貝、ハート貝や色鮮やかな貝などがあ

り、また大きな貝の成長する姿やサンゴも見ることができ、海に潜らなくても、

沖縄の海の豊かさに触れられました。またその海を地域のみなさんが大切に守っ

ているんだなと思いました。万座毛はものすごい強風でしたが、自然の生態系、

しくみなどを学ぶことができました。そして、沖縄で一番学んだことは、戦争の

悲劇と平和のありがたさです。ひめゆり平和記念資料館には思わず目を背けたく

なるような写真や胸が痛くなる話がありました。しかしそれは、私たち人間が犯

した事実です。また、対馬丸記念館では、多くの幼い子どもたちが対馬丸事件で

亡くなり、幼い何の罪もない子どもたちの命も奪ってしまう戦争の恐ろしさを学

びました。そして、「戦争」つまり人を殺すことを善とする思想が人間の中に生

まれることへの恐怖感も覚えました。

　沖縄は、きれいな海のあるリゾートアイランドですが、そのような美しい島で

今から七十年前に戦争の悲劇があったことを忘れてはいけないと思いました。ま

た、これからの未来は私たちが作っていく未来。この豊かな自然と平和を守り、

いつまでも幸せな世の中を作っていきたいなと思いました。

生
徒
感
想
文

岩渕  絢 子
（尾西第三中学校・1年）

❽
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　私は、この学習ツアーで初めて沖縄を訪れました。飛行機から沖縄本島が見え

た時、島周辺の美しい海にとても感動しました。古宇利大橋を渡った時の海は、

写真や映像で見る海を超える美しさでした。沖縄独特の雰囲気や文化も味わうこ

とができ、とても良い経験になりました。

　古宇利オーシャンタワーや美ら海水族館、万座毛では、沖縄の自然や海の世界

に触れることができ、あいにくの天気でも分かる海の色の違いに驚きました。古

宇利オーシャンタワーでは沖縄で見られる貝、ハート貝や色鮮やかな貝などがあ

り、また大きな貝の成長する姿やサンゴも見ることができ、海に潜らなくても、

沖縄の海の豊かさに触れられました。またその海を地域のみなさんが大切に守っ

ているんだなと思いました。万座毛はものすごい強風でしたが、自然の生態系、

しくみなどを学ぶことができました。そして、沖縄で一番学んだことは、戦争の

悲劇と平和のありがたさです。ひめゆり平和記念資料館には思わず目を背けたく

なるような写真や胸が痛くなる話がありました。しかしそれは、私たち人間が犯

した事実です。また、対馬丸記念館では、多くの幼い子どもたちが対馬丸事件で

亡くなり、幼い何の罪もない子どもたちの命も奪ってしまう戦争の恐ろしさを学

びました。そして、「戦争」つまり人を殺すことを善とする思想が人間の中に生

まれることへの恐怖感も覚えました。

　沖縄は、きれいな海のあるリゾートアイランドですが、そのような美しい島で

今から七十年前に戦争の悲劇があったことを忘れてはいけないと思いました。ま

た、これからの未来は私たちが作っていく未来。この豊かな自然と平和を守り、

いつまでも幸せな世の中を作っていきたいなと思いました。

古宇利オーシャンタワーの幸せの鐘

❾
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　私はこのツアーに参加して様々なことを学びました。ここではそれを簡単にま

とめます。

　初日に行った対馬丸記念館では、アメリカ軍の攻撃を受けた対馬丸がわずか十

分足らずで沈んだと学びました。対馬丸事件の恐ろしさや、真っ暗な海に投げ出

された疎開者千六百六十一名の気持ちを考えると胸が痛みます。今八十一歳のそ

の時生き残った方から「戦争は絶対にあってはいけない。沢山の人が死に、言い

訳は出来ない。討論で解決できるような世界になることを祈っています。」とい

うお話と、対馬丸記念館ワークブックの裏に書いてある、今を生きているきみへ

の手紙を読み、平和な世界を絶対に作らなければいけないとしみじみ思い知らさ

れました。

 　二日目は万座毛へ行きました。海に近いためとても風が強く、皆で笑いなが

ら観光したことが、とても良い思い出になりました。次に古宇利オーシャンタワー

に行きました。古宇利島を見渡せて、古字利大橋がとても長く、上からの景色に

魅了されました。次は美ら海水族館に行き、大きなジンベイザメを見ました。エ

イのお腹側の顔のような所が可愛くてとても印象に残る場所でした。夕方に行っ

た国際通りではお土産屋さんが道にずらっと並んでいて、とても充実した買い物

をすることが出来ました。

 　最終日は、上山中学校の生徒との交流をし、一宮市のＰＲや、那覇市の地元

の食べ物などを沢山言い合い、那覇市の人は親しみやすい人ばかりだなと思いま

した。ここでは新しい友達もでき、楽しい交流が出来ました。次にひめゆりの塔

へ行きました。そこでは生存者の話がまとまっているビデオを見て、一人一人が

とても悲惨で悲しい思いを持ち、こんな思いは一生残ってしまうんだ、だから絶

対に戦争はいけないと感じました。

 今回沖縄に行ったことで、沖縄の自然や歴史を学び、昔の戦争の恐ろしさは私

が知っていたことより大きく、より平和の大切さも学ぶことが出来たツアーでし

た。

　ここで学んだことを、身近な人にも伝え、平和を、自然を守っていけるように

したいと思います。

このツアーを企画・実行してくださった全ての方々に、私たちに平和の大切さな

どを学ばせていただいたことを深くお礼申し上げます。

生
徒
感
想
文

大島  千 花
（大和中学校・1年）
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　私はこのツアーに参加して様々なことを学びました。ここではそれを簡単にま

とめます。

　初日に行った対馬丸記念館では、アメリカ軍の攻撃を受けた対馬丸がわずか十

分足らずで沈んだと学びました。対馬丸事件の恐ろしさや、真っ暗な海に投げ出

された疎開者千六百六十一名の気持ちを考えると胸が痛みます。今八十一歳のそ

の時生き残った方から「戦争は絶対にあってはいけない。沢山の人が死に、言い

訳は出来ない。討論で解決できるような世界になることを祈っています。」とい

うお話と、対馬丸記念館ワークブックの裏に書いてある、今を生きているきみへ

の手紙を読み、平和な世界を絶対に作らなければいけないとしみじみ思い知らさ

れました。

 　二日目は万座毛へ行きました。海に近いためとても風が強く、皆で笑いなが

ら観光したことが、とても良い思い出になりました。次に古宇利オーシャンタワー

に行きました。古宇利島を見渡せて、古字利大橋がとても長く、上からの景色に

魅了されました。次は美ら海水族館に行き、大きなジンベイザメを見ました。エ

イのお腹側の顔のような所が可愛くてとても印象に残る場所でした。夕方に行っ

た国際通りではお土産屋さんが道にずらっと並んでいて、とても充実した買い物

をすることが出来ました。

 　最終日は、上山中学校の生徒との交流をし、一宮市のＰＲや、那覇市の地元

の食べ物などを沢山言い合い、那覇市の人は親しみやすい人ばかりだなと思いま

した。ここでは新しい友達もでき、楽しい交流が出来ました。次にひめゆりの塔

へ行きました。そこでは生存者の話がまとまっているビデオを見て、一人一人が

とても悲惨で悲しい思いを持ち、こんな思いは一生残ってしまうんだ、だから絶

対に戦争はいけないと感じました。

 今回沖縄に行ったことで、沖縄の自然や歴史を学び、昔の戦争の恐ろしさは私

が知っていたことより大きく、より平和の大切さも学ぶことが出来たツアーでし

た。

　ここで学んだことを、身近な人にも伝え、平和を、自然を守っていけるように

したいと思います。

このツアーを企画・実行してくださった全ての方々に、私たちに平和の大切さな

どを学ばせていただいたことを深くお礼申し上げます。
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　今回このツアーに参加して、新たな角度から戦争について考えることができる

ようになりました。

 　昨年の夏、上山中学校の代表の方たちとオンライン交流会をした時、私自身

の戦争に対する考えと、沖縄の子たちの考えは「未来に戦争の悲惨さを伝え、絶

対してはならないものだと言い続けること」という視点では、最終的に一緒でし

た。でも、そこへたどり着くまでの考え方や戦争に対する見方は、視点が違うな

と感じました。

　平和な世の中に生まれ育った私は、広島平和記念資料館でとんでもないことが

起きたと衝撃を受けたにも関わらず、過去に本当に起きたことなのに恥ずかしな

がら教科書の中の出来事として、今の自分には遠く、過去のこととして受け止め

ていたのです。沖縄の子たちは、戦争を忘れないために、風化させないために、

戦争体験者の話を聞きに講演会へ聞きに行けばいいとも話していました。忘れな

いために、風化させないためにという言葉は、戦争が身近な問題としてあるから

こそ出てくるもので、その重みを感じました。また、同年代の子たちが戦争の話

を聞きに講演会へ足を運べばいい という意見は、私の中には無かった考え方で、

驚きました。どんな環境が、そういう考え方を育むのかとても興味を持ちました。

一宮の空襲のこともそうですが、自分から手を伸ばして調べ、知っていかないと

いけないことばかりで、機会をたくさん逃してきたことに気付かされました。夏

の派遣は中止となりましたが、せっかくの機会なので、対馬丸の本を図書館で借

り、一宮空襲についてもインターネットで調べました。戦争は、過去に起きた出

来事ではあるけれど、悲惨な体験をした人々の上にある今の平和なので、今の私

たちが『どのように戦争を忘れないようにしていくのか』まずはこの点をしっか

り考えたいと思いました。

　沖縄で戦争を経験した方のお話を聞いて、本当に、悲惨なことがここで起こっ

たんだ、と恐ろしくなりました。今の私より小さい子どもたちが苦しく、怖い思

いをしたと聞いて胸が苦しくなりました。戦争がなければ、こんなに大勢の命と

夢が失われることもなかったのに…。高良さんのお話を沖縄で聞くことで、対馬

丸の悲惨な出来事を追体験し、本で読んだ時よりもより現実のものとしてとらえ

ることができました。やはり、生の声に耳を傾け、現地の空気とともに感じるこ

とが、物事の理解を深めるために最適な手段だと思いました。世の中が平和であ

り続けるために、私たちの世代も戦争についてよく知り、次世代へとつなげてい

きたいです。今回のツアーでは、様々な貴重な体験ができました。関わって下さっ

たすべての皆様、ありがとうございました。

生
徒
感
想
文

小 澤  璃 乃
（千秋中学校・1年）
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　今回このツアーに参加して、新たな角度から戦争について考えることができる

ようになりました。

 　昨年の夏、上山中学校の代表の方たちとオンライン交流会をした時、私自身

の戦争に対する考えと、沖縄の子たちの考えは「未来に戦争の悲惨さを伝え、絶

対してはならないものだと言い続けること」という視点では、最終的に一緒でし

た。でも、そこへたどり着くまでの考え方や戦争に対する見方は、視点が違うな

と感じました。

　平和な世の中に生まれ育った私は、広島平和記念資料館でとんでもないことが

起きたと衝撃を受けたにも関わらず、過去に本当に起きたことなのに恥ずかしな

がら教科書の中の出来事として、今の自分には遠く、過去のこととして受け止め

ていたのです。沖縄の子たちは、戦争を忘れないために、風化させないために、

戦争体験者の話を聞きに講演会へ聞きに行けばいいとも話していました。忘れな

いために、風化させないためにという言葉は、戦争が身近な問題としてあるから

こそ出てくるもので、その重みを感じました。また、同年代の子たちが戦争の話

を聞きに講演会へ足を運べばいい という意見は、私の中には無かった考え方で、

驚きました。どんな環境が、そういう考え方を育むのかとても興味を持ちました。

一宮の空襲のこともそうですが、自分から手を伸ばして調べ、知っていかないと

いけないことばかりで、機会をたくさん逃してきたことに気付かされました。夏

の派遣は中止となりましたが、せっかくの機会なので、対馬丸の本を図書館で借

り、一宮空襲についてもインターネットで調べました。戦争は、過去に起きた出

来事ではあるけれど、悲惨な体験をした人々の上にある今の平和なので、今の私

たちが『どのように戦争を忘れないようにしていくのか』まずはこの点をしっか

り考えたいと思いました。

　沖縄で戦争を経験した方のお話を聞いて、本当に、悲惨なことがここで起こっ

たんだ、と恐ろしくなりました。今の私より小さい子どもたちが苦しく、怖い思

いをしたと聞いて胸が苦しくなりました。戦争がなければ、こんなに大勢の命と

夢が失われることもなかったのに…。高良さんのお話を沖縄で聞くことで、対馬

丸の悲惨な出来事を追体験し、本で読んだ時よりもより現実のものとしてとらえ

ることができました。やはり、生の声に耳を傾け、現地の空気とともに感じるこ

とが、物事の理解を深めるために最適な手段だと思いました。世の中が平和であ

り続けるために、私たちの世代も戦争についてよく知り、次世代へとつなげてい

きたいです。今回のツアーでは、様々な貴重な体験ができました。関わって下さっ

たすべての皆様、ありがとうございました。
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　僕が沖縄派遣で学んだことはいっぱいありますが特に印象に残ったことを 3 つ

書きたいと思います。

　1 つ目は沖縄の独自の文化です。沖縄は元々違う国だという事は知っていまし

たが、それが中国を中心としていて東南アジアをモチーフにしていることを知り

びっくりしました。僕が独自の文化として驚いたのが琉球料理です。一宮にいて

は食べられないような食べ物が沢山ありました。中でも驚いたのが豚の料理の多

さでした。バスの中でガイドさんが「沖縄では豚は鳴き声以外すべて食べる。」

と言っていました。それがとても印象に残りました。島豆腐やソーキそばなどご

当地グルメがたくさんありました。他にも 2000 円札の裏にも書かれている首里

城など独自の文化がたくさんありました。そんな独自の文化が広がっていた沖縄

ですが首里城などがなくなってしまう悲劇がありました。第二次世界大戦です。

印象に残った２つ目のことです。第二次世界大戦とはヨーロッパやアジアを主戦

場にした戦争です。僕はより深く知るために対馬丸やひめゆりの塔などに行きま

した。資料などを見たり、実話の話を聞いたりして平和についてとても考えまし

た。僕が平和とは何かと聞かれたら「2度とやってはいけない人間の過ち」だと

答えます。今の僕たちですら詳しく知りません。しかし、資料などを見て戦時中

とてもつらい思いしていたと思うと胸が苦しくなりました。同じ過ちを繰り返さ

ない為にも後世に伝えなければならないものだと思いました。最後 3 つ目は環境

についてです。琉球ドジョウやヤンバルクイナ、イリオモテヤマネコを知ってい

ますか？ 3 匹の動物は沖縄にしかいない動物です。沖縄は温暖なので本州とは違

う動植物がたくさん生きています。僕はその地域にしかいない動物を守らないと

いけないと思います。沖縄では生態系を守るためにボランティアが海を掃除した

りしているそうです。それを聞いて自分もボランティアで掃除したいと思いまし

た。日本は今 SDGｓに取り組んでいます。沖縄は SDGｓに取り組む姿勢が素

晴らしいと思いました。

　僕が今回の沖縄派遣で学んだことは沖縄の人の心です。沖縄には「いちゃりば

ちょーでー」という言葉があります。この意味は一度会ったら兄弟同様という意

味です。この言葉は戦争からできた言葉だそうです。二度と戦争しないという気

持ちが現れています。文化もそうです。首里城が燃えても復興させる強い心を持っ

た人が多いことに気づきました。沖縄派遣でたくさんの出来事を学ぶことが出来

ました。こんな経験は誰しもできるわけではありません。今回の経験から戦争や

環境について考え伝えていきたいと思いました。

生
徒
感
想
文

神 藏  奏 心
（今伊勢中学校・2年）
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　僕が沖縄派遣で学んだことはいっぱいありますが特に印象に残ったことを 3 つ

書きたいと思います。

　1 つ目は沖縄の独自の文化です。沖縄は元々違う国だという事は知っていまし

たが、それが中国を中心としていて東南アジアをモチーフにしていることを知り

びっくりしました。僕が独自の文化として驚いたのが琉球料理です。一宮にいて

は食べられないような食べ物が沢山ありました。中でも驚いたのが豚の料理の多

さでした。バスの中でガイドさんが「沖縄では豚は鳴き声以外すべて食べる。」

と言っていました。それがとても印象に残りました。島豆腐やソーキそばなどご

当地グルメがたくさんありました。他にも 2000 円札の裏にも書かれている首里

城など独自の文化がたくさんありました。そんな独自の文化が広がっていた沖縄

ですが首里城などがなくなってしまう悲劇がありました。第二次世界大戦です。

印象に残った２つ目のことです。第二次世界大戦とはヨーロッパやアジアを主戦

場にした戦争です。僕はより深く知るために対馬丸やひめゆりの塔などに行きま

した。資料などを見たり、実話の話を聞いたりして平和についてとても考えまし

た。僕が平和とは何かと聞かれたら「2度とやってはいけない人間の過ち」だと

答えます。今の僕たちですら詳しく知りません。しかし、資料などを見て戦時中

とてもつらい思いしていたと思うと胸が苦しくなりました。同じ過ちを繰り返さ

ない為にも後世に伝えなければならないものだと思いました。最後 3 つ目は環境

についてです。琉球ドジョウやヤンバルクイナ、イリオモテヤマネコを知ってい

ますか？ 3 匹の動物は沖縄にしかいない動物です。沖縄は温暖なので本州とは違

う動植物がたくさん生きています。僕はその地域にしかいない動物を守らないと

いけないと思います。沖縄では生態系を守るためにボランティアが海を掃除した

りしているそうです。それを聞いて自分もボランティアで掃除したいと思いまし

た。日本は今 SDGｓに取り組んでいます。沖縄は SDGｓに取り組む姿勢が素

晴らしいと思いました。

　僕が今回の沖縄派遣で学んだことは沖縄の人の心です。沖縄には「いちゃりば

ちょーでー」という言葉があります。この意味は一度会ったら兄弟同様という意

味です。この言葉は戦争からできた言葉だそうです。二度と戦争しないという気

持ちが現れています。文化もそうです。首里城が燃えても復興させる強い心を持っ

た人が多いことに気づきました。沖縄派遣でたくさんの出来事を学ぶことが出来

ました。こんな経験は誰しもできるわけではありません。今回の経験から戦争や

環境について考え伝えていきたいと思いました。
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徒
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文

川井  大 義
（尾西第三中学校・3年）

　僕は今回のいちのみや市 100 周年記念中学生平和・環境ツアー in 沖縄をとお

して大きく 3つのことを学びました。

　1 つ目は戦争についてです。今回のツアーでの対馬丸記念館では対馬丸事件に

おいて、本当に多くの方々が亡くなられたのだと改めて実感しました。それは、

壁一面に展示された犠牲者の方々の写真を見て、その多さに驚き、さらには、こ

れですべての人ではないと教えられたからです。さらに驚いたことは、ほとんど

が自分と同じくらい、もしくは自分よりも小さい子どもたちの犠牲が半数をしめ

ているように思えることです。そして、実際に対馬丸事件に遭われた方の講話を

聞いて、戦争とは無関係の一般市民にも犠牲者が出るのだと、戦争の悲惨さを改

めて感じさせてくれました。ひめゆりの塔では、本来、戦争に関係のないはずの

女学生が学徒隊として動員され、最前線に送り込まれ、最後は戦地で生涯を終え

てしまうというとてもつらいことが約 80 年前に本当に起きていたことだと考え

るととても心が苦しく、なにかが失われたような気持ちになり、本当に戦争があっ

てはならない、起こしてはならないと強く感じました。

　2 つ目は自然環境についてです。今回のツアーで自然の生み出す生命というの

は美しいということを学びました。例えば、万座毛では沖縄の海の波の壮大さ、

その波によって地道に削られていったであろう岩肌をみて、その岩肌を作るまで

の時間を考えると、永遠とも言えるような長い時間をかけたのだと思い、改めて

自然の営みの悠久さを知ることができました。そして美ら海水族館では、沖縄近
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海の魚やサンゴなどみて、それらの種類の多さに驚き、これらを守り、後世に残

すべき美しい環境について学ぶことができました。

　最後、3 つ目は人の優しさです。今回のツアーは自分が直前に足を怪我してし

まったせいで人に頼らざるを得ないときが多々ありました。その時は一緒にツ

アーに参加した人が、手伝ってくれたり、現地の沖縄の人が手伝ってくれたりと、

人が助けてくれたからこそ楽しいツアーになったことを忘れてはいけないと思い

ました。

　以上 3 つのことを今回のツアーから学びとることができました。自分にとって

もいい経験だったと思っています。
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　私は、今回の沖縄派遣で主に二つのことを学びました。

　一つ目は、自然・環境についてです。沖縄の海の綺麗さは、沖縄に行って驚い

たことの一つです。なぜこんなにも綺麗なのか、それは沖縄の方々が大切に守っ

ているからでした。沖縄の中学校で話を聞く機会があり、私は、「沖縄ではボラ

ンティアをする機会がよくあるのですか？」と質問をしました。そうすると、「よ

くあります。」という答えが返ってきて、先月も軽石の除去を手伝ったと教えて

もらいました。自分たちが住んでいる地域の環境を自分たちの手で守っているこ

とは、とても素晴らしいと思います。また、自分の住んでいる地域を大切に思え

るきっかけにもなると思うので、私もボランティアなどの機会があれば積極的に

参加したいと思いました。また今、軽石が問題になっています。沖縄で、実際に

砂浜に軽石が漂着しているのを目にしました。ニュースなどで報道されている景

色が、自分の目の前にあることが不思議な感覚でした。軽石の問題だけでなく、

プラスチックごみの問題などたくさんの環境問題があります。でも、私たちが環

境を守るためにできることもたくさんあります。未来に課題を押し付けることの

無いよう、自分ができることを一つずつ積み重ねていきたいです。

　二つ目は、平和についてです。沖縄では、対馬丸記念館やひめゆりの塔など戦

争に関する場所にも訪れました。戦争の辛さや悲しさがひしひしと伝わってきま

した。戦争では失うばかりでプラスのことなんて何もないのだなと感じました。

沖縄に行ったとき、ガイドさんから教えてもらったある言葉があります。

「いちゃりばちょーでー」という沖縄の方言です。これは、一度会えばみんな兄

弟という意味です。人と人がいがみ合うのではなく、助け合って生きていける世

の中であれば平和と言えると思います。世界中の人がこのような心をもって、人

に接することができる世界がこれから目指していくべき姿だと思います。　　　

　世界では、争いが絶えないところもまだまだあります。平和な世界をつくるた

めに、沖縄の素敵な精神にならって自分も人に優しく接していきたいです。これ

からの時代を生きていく私たちは、昔と同じ過ちを繰り返さないように、そして

世界中が平和になるように、普段の生活から、伝えたいことはしっかり言葉に出

して伝えたいです。明るい未来を私たち自身でつくっていきたいです。

生
徒
感
想
文

久 米  彩 世
（尾西第一中学校・1年）
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　私は、今回の沖縄派遣で主に二つのことを学びました。

　一つ目は、自然・環境についてです。沖縄の海の綺麗さは、沖縄に行って驚い

たことの一つです。なぜこんなにも綺麗なのか、それは沖縄の方々が大切に守っ

ているからでした。沖縄の中学校で話を聞く機会があり、私は、「沖縄ではボラ

ンティアをする機会がよくあるのですか？」と質問をしました。そうすると、「よ

くあります。」という答えが返ってきて、先月も軽石の除去を手伝ったと教えて

もらいました。自分たちが住んでいる地域の環境を自分たちの手で守っているこ

とは、とても素晴らしいと思います。また、自分の住んでいる地域を大切に思え

るきっかけにもなると思うので、私もボランティアなどの機会があれば積極的に

参加したいと思いました。また今、軽石が問題になっています。沖縄で、実際に

砂浜に軽石が漂着しているのを目にしました。ニュースなどで報道されている景

色が、自分の目の前にあることが不思議な感覚でした。軽石の問題だけでなく、

プラスチックごみの問題などたくさんの環境問題があります。でも、私たちが環

境を守るためにできることもたくさんあります。未来に課題を押し付けることの

無いよう、自分ができることを一つずつ積み重ねていきたいです。

　二つ目は、平和についてです。沖縄では、対馬丸記念館やひめゆりの塔など戦

争に関する場所にも訪れました。戦争の辛さや悲しさがひしひしと伝わってきま

した。戦争では失うばかりでプラスのことなんて何もないのだなと感じました。

沖縄に行ったとき、ガイドさんから教えてもらったある言葉があります。

「いちゃりばちょーでー」という沖縄の方言です。これは、一度会えばみんな兄

弟という意味です。人と人がいがみ合うのではなく、助け合って生きていける世

の中であれば平和と言えると思います。世界中の人がこのような心をもって、人

に接することができる世界がこれから目指していくべき姿だと思います。　　　

　世界では、争いが絶えないところもまだまだあります。平和な世界をつくるた

めに、沖縄の素敵な精神にならって自分も人に優しく接していきたいです。これ

からの時代を生きていく私たちは、昔と同じ過ちを繰り返さないように、そして

世界中が平和になるように、普段の生活から、伝えたいことはしっかり言葉に出

して伝えたいです。明るい未来を私たち自身でつくっていきたいです。

海岸での軽石観察

19

21



　私がこの沖縄派遣で学んだことは、戦争の悲惨さ、そして、平和の大切さです。

　特に記憶に残っているのは、1944年 8月 22日に起きた対馬丸事件で実際に対

馬丸に乗っていた方のお話を聞いたことです。戦争について、テレビで見たり、

本を読んだりすることはありましたが、直接お話を聞けるのは初めてのことでし

た。目の前で語られる対馬丸事件。その内容に、私は驚かされました。私が知っ

ている対馬丸事件よりはるかにつらく、苦しいものだったからです。

　私は、沖縄に行く前、対馬丸事件について調べ、さまざまなことを知りました。

事件が起きた日時や亡くなった人の数、その中の半数以上が幼い子供だったこと。

でも、そのような「知識」より、本人が心で語りかけてくる「気持ち」のほうが、

何倍も強く私の心を締め付けました。戦争は他人事だとどこかで感じていた私の

心を強く、強く掴みました。

　戦争は遠い地のことだとか、はるか昔のことだとか、そんな考えはもうなくな

りました。これからを生きていく私たち自身が、戦争のない平和な世界を目指す

心を持ち、努力し、さらにはまた次の世代へつないでいくべきだと思います。戦

争をなくすことはとても難しいことです。人間に心がある限り、気持ちがぶつかっ

たり、傷つけてしまったりすることは絶対にあります。しかし、その解決方法と

して武力を使ってしまえば、たくさんのものを失います。戦争をなくすことがど

れだけ難しくても、戦争反対の歩みを止めてはならないと思うのです。

　以前の私のように、戦争の悲惨さを知らない人や、平和の大切さがあまり理解

できていない人はたくさんいるでしょう。そんな人は、ぜひ現地へ行ってほしい。

直接見て、聞いて、感じてほしい。そうすれば、きっと、平和というものがいか

に儚く、尊いかがわかります。そして、その平和を守り、つないでいくのが私た

ちのすべきことだと思います。

生
徒
感
想
文

近藤  絢 子
（尾西第二中学校・3年）
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　私がこの沖縄派遣で学んだことは、戦争の悲惨さ、そして、平和の大切さです。

　特に記憶に残っているのは、1944年 8月 22日に起きた対馬丸事件で実際に対

馬丸に乗っていた方のお話を聞いたことです。戦争について、テレビで見たり、

本を読んだりすることはありましたが、直接お話を聞けるのは初めてのことでし

た。目の前で語られる対馬丸事件。その内容に、私は驚かされました。私が知っ

ている対馬丸事件よりはるかにつらく、苦しいものだったからです。

　私は、沖縄に行く前、対馬丸事件について調べ、さまざまなことを知りました。

事件が起きた日時や亡くなった人の数、その中の半数以上が幼い子供だったこと。

でも、そのような「知識」より、本人が心で語りかけてくる「気持ち」のほうが、

何倍も強く私の心を締め付けました。戦争は他人事だとどこかで感じていた私の

心を強く、強く掴みました。

　戦争は遠い地のことだとか、はるか昔のことだとか、そんな考えはもうなくな

りました。これからを生きていく私たち自身が、戦争のない平和な世界を目指す

心を持ち、努力し、さらにはまた次の世代へつないでいくべきだと思います。戦

争をなくすことはとても難しいことです。人間に心がある限り、気持ちがぶつかっ

たり、傷つけてしまったりすることは絶対にあります。しかし、その解決方法と

して武力を使ってしまえば、たくさんのものを失います。戦争をなくすことがど

れだけ難しくても、戦争反対の歩みを止めてはならないと思うのです。

　以前の私のように、戦争の悲惨さを知らない人や、平和の大切さがあまり理解

できていない人はたくさんいるでしょう。そんな人は、ぜひ現地へ行ってほしい。

直接見て、聞いて、感じてほしい。そうすれば、きっと、平和というものがいか

に儚く、尊いかがわかります。そして、その平和を守り、つないでいくのが私た

ちのすべきことだと思います。

ホテルでの講話
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　私は、この学習ツアーを通して、特に戦争についてとても印象に残った。

　対馬丸記念館とひめゆりの塔に行き、今まで身近に感じることのなかった「戦

争」の恐ろしさ、むごさ、悲惨さを感じた。

　印象に残ったのは「国のために死ぬ」という言葉。その当時これは立派なこと

とされていたそうだけど、実際は違って、兵士の人達は苦しみながら、悲しみな

がら、家族のことを想いながら命を落としていったということ。そして、その人

たちの手当てや、つらい思いをしていたのが私とそんなに年のかわらない女の子

たちがしていたと考えると、本当にかわいそうだと思ったし、怖くなった。戦争

で亡くなってしまったすべての人々の、「平和への想い」を受け継ぎ、私達世代

が平和な世の中をつくっていこうと思った。けど、今も世界のどこかでは、戦争

や紛争が起きていることが平和な世界を創っていくことの難しさを感じさせる。

上山中学校の生徒交流では、沖縄の海のことについてよく知ることができた。

　沖縄の海は、私たちが住んでいる近くの海に比べてすごくきれいだった。それ

は、地域の人たちや、小・中学校などの子どもたちが、ボランティア活動をして

いるからだと聞いて、沖縄の人達の、「きれいな海を守りたい。」という気持ちが

あるからこそ、豊かな自然が残されているのだと分かった。だから、私もできる

ことから少しずつやっていこうと思った。

　なによりも、他の中学校の会ったことがなかった子たちとも、一緒に学んだり、

行動したりしたことで、想像していた以上に仲良くなれてとても楽しかった。

　そして、多くの人達の協力のもと、コロナ禍の中でも実施していただいたこと

に感謝しています。ありがとうございました。

生
徒
感
想
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齋 藤  禄 子
（尾西第三中学校・1年）
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　私は、この学習ツアーを通して、特に戦争についてとても印象に残った。

　対馬丸記念館とひめゆりの塔に行き、今まで身近に感じることのなかった「戦

争」の恐ろしさ、むごさ、悲惨さを感じた。

　印象に残ったのは「国のために死ぬ」という言葉。その当時これは立派なこと

とされていたそうだけど、実際は違って、兵士の人達は苦しみながら、悲しみな

がら、家族のことを想いながら命を落としていったということ。そして、その人

たちの手当てや、つらい思いをしていたのが私とそんなに年のかわらない女の子

たちがしていたと考えると、本当にかわいそうだと思ったし、怖くなった。戦争

で亡くなってしまったすべての人々の、「平和への想い」を受け継ぎ、私達世代

が平和な世の中をつくっていこうと思った。けど、今も世界のどこかでは、戦争

や紛争が起きていることが平和な世界を創っていくことの難しさを感じさせる。

上山中学校の生徒交流では、沖縄の海のことについてよく知ることができた。

　沖縄の海は、私たちが住んでいる近くの海に比べてすごくきれいだった。それ

は、地域の人たちや、小・中学校などの子どもたちが、ボランティア活動をして

いるからだと聞いて、沖縄の人達の、「きれいな海を守りたい。」という気持ちが

あるからこそ、豊かな自然が残されているのだと分かった。だから、私もできる

ことから少しずつやっていこうと思った。

　なによりも、他の中学校の会ったことがなかった子たちとも、一緒に学んだり、

行動したりしたことで、想像していた以上に仲良くなれてとても楽しかった。

　そして、多くの人達の協力のもと、コロナ禍の中でも実施していただいたこと

に感謝しています。ありがとうございました。

美ら海水族館
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　僕はこの度、環境・平和学習ツアーで沖縄へ行きました。ツアー中は沖縄のイ

メージと違って寒かったです。沖縄では、戦争にまつわる場所や、豊かな自然環

境を見学しました。

　沖縄で初めて海を見た時、思っていたよりも綺麗で驚きました。また、美ら海

水族館でいろんな魚を見られることや万座毛の壁の幻想的な形は、海の恩恵によ

るものだと思いました。いずれにしても、沖縄は海とは切っても切れない関係に

あります。そんな海を守っていくにはどうすれば良いのでしょうか？最近の

ニュースでは軽石が漂着するという問題を報道していました。また、人工的なプ

ラスチックなどのゴミの問題もあります。それは、魚を殺してしまったり、海の

綺麗さを失ってしまいます。海を守っていくには海岸にゴミを捨てないことが大

切だと思いました。海のない一宮市に住んでいる僕たちも、その問題を身近に捉

え、心がけなければならないと思います。

　平和学習では、対馬丸記念館やひめゆりの塔などを見学しました。対馬丸事件

を記録する記念館では、当時の状況を知ることができました。学童疎開中の対馬

丸へ、魚雷が命中してしまい、わずか十分ほどで沈没してしまったそうです。何

とか救命ボートで逃げても、友達と離れ離れになってしまいました。僕がその状

況にあったらとても耐えられません。ひめゆりの塔では、戦時中の資料や遺品を

見ました。特に印象に残っているのは、戦時中の教科書です。算数の教科書でし

たが、登場するのは戦争に関係する戦車であったり、爆弾の絵が多かったです。

それほど人々の印象に強く打ち付けるものだったと思いました。また、戦争時の

状況について書かれた資料を読みました。両足を失った人が最後まで這いずり、

耐えられない飢えや喉の乾きを訴える様子に、心が締め付けられました。沖縄戦

はもう七十五年ほど前で、当時生きのびた人も段々と少なくなっています。です

が、この悲惨な戦争を決して忘れてはいけないと、今回の見学で思いました。子

どもたちには、たくさんの夢があったと思います。それを一瞬で奪ったこんな戦

争を二度としないことを誓い、精一杯生きようと改めて思いました。

生
徒
感
想
文

坂井田 唯斗
（北方中学校・2年）
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　僕はこの度、環境・平和学習ツアーで沖縄へ行きました。ツアー中は沖縄のイ

メージと違って寒かったです。沖縄では、戦争にまつわる場所や、豊かな自然環

境を見学しました。

　沖縄で初めて海を見た時、思っていたよりも綺麗で驚きました。また、美ら海

水族館でいろんな魚を見られることや万座毛の壁の幻想的な形は、海の恩恵によ

るものだと思いました。いずれにしても、沖縄は海とは切っても切れない関係に

あります。そんな海を守っていくにはどうすれば良いのでしょうか？最近の

ニュースでは軽石が漂着するという問題を報道していました。また、人工的なプ

ラスチックなどのゴミの問題もあります。それは、魚を殺してしまったり、海の

綺麗さを失ってしまいます。海を守っていくには海岸にゴミを捨てないことが大

切だと思いました。海のない一宮市に住んでいる僕たちも、その問題を身近に捉

え、心がけなければならないと思います。

　平和学習では、対馬丸記念館やひめゆりの塔などを見学しました。対馬丸事件

を記録する記念館では、当時の状況を知ることができました。学童疎開中の対馬

丸へ、魚雷が命中してしまい、わずか十分ほどで沈没してしまったそうです。何

とか救命ボートで逃げても、友達と離れ離れになってしまいました。僕がその状

況にあったらとても耐えられません。ひめゆりの塔では、戦時中の資料や遺品を

見ました。特に印象に残っているのは、戦時中の教科書です。算数の教科書でし

たが、登場するのは戦争に関係する戦車であったり、爆弾の絵が多かったです。

それほど人々の印象に強く打ち付けるものだったと思いました。また、戦争時の

状況について書かれた資料を読みました。両足を失った人が最後まで這いずり、

耐えられない飢えや喉の乾きを訴える様子に、心が締め付けられました。沖縄戦

はもう七十五年ほど前で、当時生きのびた人も段々と少なくなっています。です

が、この悲惨な戦争を決して忘れてはいけないと、今回の見学で思いました。子

どもたちには、たくさんの夢があったと思います。それを一瞬で奪ったこんな戦

争を二度としないことを誓い、精一杯生きようと改めて思いました。

ひめゆりの塔
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　私は沖縄県に行き、平和と環境について学びました。

　まず、環境についてです。沖縄県に軽石が発生しているというニュースを聞い

たことがありました。実際に沖縄県の海を見ると、砂浜のように辺り一面広がっ

ており、とても驚きました。触ってみると大きさのわりに軽く不思議に思いまし

た。

　次に、平和についてです。対馬丸記念館の周辺に小桜の塔がありました。館の

方のお話によると、この塔は子どもの慰霊塔であり、愛知県から沖縄県への贈り

物だということです。自分の住む愛知県が沖縄県に大きな希望を与え、はげまし

ていたと思うと県民としてとてもうれしかったです。また、ひめゆりの塔は小学

校での沖縄戦を学習した際、少し聞いたことがありました。女学校の生徒さんが

沖縄戦に巻き込まれてしまったというイメージしかなかったため、実際にその場

所に行って学べることが楽しみでした。ひめゆり女学校は、スポーツや文化のい

ろいろな種類の部活動があったりプールがあったりと現在の学校と変わらない生

活だったため驚きました。沖縄戦により幻覚を起こしたりする患者の面倒を見た

り、呻き声の上がる部屋で働くなど豊かだった生活は一変してしまったそうです。

それを聞いて、あまりのショックに手汗が止まりませんでした。現在、平和な生

活ができていることにもっと感謝しようと強く思いました。

　環境への驚き、平和の大切さを知れたこと、また、新しい仲間と出会えたこと。

とても良い経験になり、楽しかったです。

生
徒
感
想
文

鷲 見  一 華
（北部中学校・1年）
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　私は沖縄県に行き、平和と環境について学びました。

　まず、環境についてです。沖縄県に軽石が発生しているというニュースを聞い

たことがありました。実際に沖縄県の海を見ると、砂浜のように辺り一面広がっ

ており、とても驚きました。触ってみると大きさのわりに軽く不思議に思いまし

た。

　次に、平和についてです。対馬丸記念館の周辺に小桜の塔がありました。館の

方のお話によると、この塔は子どもの慰霊塔であり、愛知県から沖縄県への贈り

物だということです。自分の住む愛知県が沖縄県に大きな希望を与え、はげまし

ていたと思うと県民としてとてもうれしかったです。また、ひめゆりの塔は小学

校での沖縄戦を学習した際、少し聞いたことがありました。女学校の生徒さんが

沖縄戦に巻き込まれてしまったというイメージしかなかったため、実際にその場

所に行って学べることが楽しみでした。ひめゆり女学校は、スポーツや文化のい

ろいろな種類の部活動があったりプールがあったりと現在の学校と変わらない生

活だったため驚きました。沖縄戦により幻覚を起こしたりする患者の面倒を見た

り、呻き声の上がる部屋で働くなど豊かだった生活は一変してしまったそうです。

それを聞いて、あまりのショックに手汗が止まりませんでした。現在、平和な生

活ができていることにもっと感謝しようと強く思いました。

　環境への驚き、平和の大切さを知れたこと、また、新しい仲間と出会えたこと。

とても良い経験になり、楽しかったです。

上山中学校交流会の見送り
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　私がなぜ、沖縄でおこなわれる「平和・環境学習ツアー」に応募したのかとい

うと戦争について興味をもっていたからです。

　実際に戦争の現場となった沖縄に行ってみると、アメリカ軍の基地やひめゆり

の塔、対馬丸記念館とたくさんの戦争に関係する場所がありました。そして、実

際にそこに行くと、本や教科書では得られない特有の雰囲気や戦争に巻き込まれ

た人々がどんな気持ちでここにいたのかを想像しながら考えて学ぶことができま

した。

　ひめゆりの塔や対馬丸記念館を見学した時に、「戦争があった時に周りの人が

亡くなったり、家や思い出の場所が目の前で燃えていく様子をみるのはとてもつ

らかっただろうな。」と思いました。

　また、対馬丸に乗っていた方のお話を聞き、「この明るい沖縄で戦争の時代に

そんな悲惨なことがあったのか。」と心にとても残りました。

　そこから私はなぜ戦争は起きてしまうのかを考えてみました。もしかしたら、

私たちの身の回りにあるケンカも小さな戦争ではないのかと。なぜなら、どちら

も相手を傷つけ、周りが見えなくなり、最悪な場合、手がでてしまうところが同

じように思えたからです。

　それではなぜどちらも口ではなく力での解決になってしまうのでしょうか。そ

れはどちらもおたがいに正しいと思ってやっているので話し合いでの解決が難し

く、引くに引けず武力での解決になってしまうのではないかと私は思いました。

平和的な解決を行うには思いやりをもち、相手の意見を認め合うことが大切だと

思いました。時間はかかるかもしれませんが、この一つだけで多くの命は救われ、

新しい未来がやってくると思います。なのでこれができれば戦争がなくなるので

はないかと今回のお話を聞いて思いました。

　このツアーを経て、戦争体験者の方からお話を聞けたり、実際に戦争となった

沖縄を見ることができ、たくさんのことを学ぶ貴重な経験をすることができまし

た。

生
徒
感
想
文

田 中  知 里
（今伊勢中学校・1年）
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　私がなぜ、沖縄でおこなわれる「平和・環境学習ツアー」に応募したのかとい

うと戦争について興味をもっていたからです。

　実際に戦争の現場となった沖縄に行ってみると、アメリカ軍の基地やひめゆり

の塔、対馬丸記念館とたくさんの戦争に関係する場所がありました。そして、実

際にそこに行くと、本や教科書では得られない特有の雰囲気や戦争に巻き込まれ

た人々がどんな気持ちでここにいたのかを想像しながら考えて学ぶことができま

した。

　ひめゆりの塔や対馬丸記念館を見学した時に、「戦争があった時に周りの人が

亡くなったり、家や思い出の場所が目の前で燃えていく様子をみるのはとてもつ

らかっただろうな。」と思いました。

　また、対馬丸に乗っていた方のお話を聞き、「この明るい沖縄で戦争の時代に

そんな悲惨なことがあったのか。」と心にとても残りました。

　そこから私はなぜ戦争は起きてしまうのかを考えてみました。もしかしたら、

私たちの身の回りにあるケンカも小さな戦争ではないのかと。なぜなら、どちら

も相手を傷つけ、周りが見えなくなり、最悪な場合、手がでてしまうところが同

じように思えたからです。

　それではなぜどちらも口ではなく力での解決になってしまうのでしょうか。そ

れはどちらもおたがいに正しいと思ってやっているので話し合いでの解決が難し

く、引くに引けず武力での解決になってしまうのではないかと私は思いました。

平和的な解決を行うには思いやりをもち、相手の意見を認め合うことが大切だと

思いました。時間はかかるかもしれませんが、この一つだけで多くの命は救われ、

新しい未来がやってくると思います。なのでこれができれば戦争がなくなるので

はないかと今回のお話を聞いて思いました。

　このツアーを経て、戦争体験者の方からお話を聞けたり、実際に戦争となった

沖縄を見ることができ、たくさんのことを学ぶ貴重な経験をすることができまし

た。

ひめゆりの塔
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　三日間、平和と環境に関することを中心とした様々な場所を訪問したが、私は

特に対馬丸についての講話とひめゆりの塔が印象に残った。

　対馬丸についての講話は、貴重な体験だった。約八十年前に実際に経験された

戦争のお話だったため、言葉一つ一つが重かった。また、語り部の方が思い出す

だけでも悲しくなるほど、戦争は、心に一生の傷を負わせる悲惨なものだと感じ

た。

　ひめゆりの塔では、その近くで私と同じ歳位の子らがたくさん亡くなった壕を

見た。また、その隣の施設で戦時中の壕の中の様子を再現した展示品を見た。と

ても暗く、逃げ場の無い危険な場所だった。そんな所で、部活や勉強をしていた

のでもなく、少ない食事で治療や見回り、亡くなった方々の処理などをしていた。

身近に死を感じながら。そんな仕事を、毎日同年代の子がしていたと思うと、言

葉を失った。

　環境についても学習した。沖縄の海はとてもきれいだった。しかし、現在は軽

石の漂流、サンゴ礁の白化など、良くないニュースも聞く。海の清掃はボランティ

アの方々がしていて、それによってきれいな状態を保てていると聞いた。しかし、

一宮にいる私達が沖縄に行き、清掃活動に参加することは難しい。私達は、海洋

問題について考えることならできると思った。

　私は、改めて平和と環境について、もっと広い範囲の地域で、みんなで考えて

いくべきだと思った。例えば、一宮市も戦火に包まれたことがある。しかし、そ

のことや沖縄戦などのことについての資料を目にすることは少ない。このままだ

と、戦争での出来事はどんどん不鮮明になっていってしまう。平和と環境のどち

らの問題も、多くは世界規模で起きていることで、誰もが関係してくる問題であ

る。どちらも後世に鮮明なまま伝えていくには、展示などを増やし、多くの人に

伝えていくべきである。私はこの時代を生きる一人として、どこで起こっている

問題でも、みんなで考え、より良い未来を創っていきたい。

生
徒
感
想
文

谷  和 佳 奈
（中部中学校・2年）
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　三日間、平和と環境に関することを中心とした様々な場所を訪問したが、私は

特に対馬丸についての講話とひめゆりの塔が印象に残った。

　対馬丸についての講話は、貴重な体験だった。約八十年前に実際に経験された

戦争のお話だったため、言葉一つ一つが重かった。また、語り部の方が思い出す

だけでも悲しくなるほど、戦争は、心に一生の傷を負わせる悲惨なものだと感じ

た。

　ひめゆりの塔では、その近くで私と同じ歳位の子らがたくさん亡くなった壕を

見た。また、その隣の施設で戦時中の壕の中の様子を再現した展示品を見た。と

ても暗く、逃げ場の無い危険な場所だった。そんな所で、部活や勉強をしていた

のでもなく、少ない食事で治療や見回り、亡くなった方々の処理などをしていた。

身近に死を感じながら。そんな仕事を、毎日同年代の子がしていたと思うと、言

葉を失った。

　環境についても学習した。沖縄の海はとてもきれいだった。しかし、現在は軽

石の漂流、サンゴ礁の白化など、良くないニュースも聞く。海の清掃はボランティ

アの方々がしていて、それによってきれいな状態を保てていると聞いた。しかし、

一宮にいる私達が沖縄に行き、清掃活動に参加することは難しい。私達は、海洋

問題について考えることならできると思った。

　私は、改めて平和と環境について、もっと広い範囲の地域で、みんなで考えて

いくべきだと思った。例えば、一宮市も戦火に包まれたことがある。しかし、そ

のことや沖縄戦などのことについての資料を目にすることは少ない。このままだ

と、戦争での出来事はどんどん不鮮明になっていってしまう。平和と環境のどち

らの問題も、多くは世界規模で起きていることで、誰もが関係してくる問題であ

る。どちらも後世に鮮明なまま伝えていくには、展示などを増やし、多くの人に

伝えていくべきである。私はこの時代を生きる一人として、どこで起こっている

問題でも、みんなで考え、より良い未来を創っていきたい。

万座毛
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　今回いちのみや市100周年記念ということで、この「中学生平和・環境学習ツ

アー in 沖縄」で、一宮市の環境、平和を改めて考えてみようと思いで応募し、

まさか代表に選ばれるとは思いませんでしたが、代表として選ばれたので選ばれ

たからにはしっかりとやろうと思いました。沖縄や上山中学校とのオンライン交

流会を踏まえ、自分の中で心に残る平和、環境について 2 つ紹介しようと思いま

す。

 　一つ目は、平和のことで、「夢と希望を追っかける事を子どもたちと約束して

ほしい」という言葉で、これは対馬丸記念館前にある対馬丸事件で犠牲になった

子どもたちの慰霊碑の小桜の塔で外間さんがおっしゃった事で、僕は、「沖縄県

学童集団疎開準備要項」が出され、疎開船対馬丸が出港する事になり、アメリカ

軍の潜水艦の魚雷を受け沈没、犠牲になった子どもたちの「夢と希望」。その子

どもたちの夢と希望を追っかけてほしいという思いで外間さんは僕たちにそう

語ってくれたのだと思いました。

　 二つ目は、環境の事で、沖縄県の環境政策の中で、重点的に環境保全を徹底

してると思いました。これは、万座毛石灰岩植物群落などでの赤土等流出防止対

策の推進、廃棄物・リサイクル対策の推進、サンゴ礁の保全、環境配慮の推進、

そして、地球温暖化対策の推薦など、沖縄県前提の問題もあれば、日本全土の問

題でもあると思いました。

　僕は今回の派遣事業を踏まえて平和の事では、戦争をしないこと、考え方の違

いはあっても、討論して考え合う事が大切だと思ったので、今後のグループ活動、

話し合いの場では、意見が違っても相手の意見を受入れようと思いました。

　環境では、主には環境保全で、緑を大切にする、電気を使いすぎない、など、

地球温暖化対策も大切だと思ったので、節水、節電、リサイクルする事に心がけ

ようと思いました。

生
徒
感
想
文

牧野  晃 汰
（今伊勢中学校・1年）
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　今回いちのみや市100周年記念ということで、この「中学生平和・環境学習ツ

アー in 沖縄」で、一宮市の環境、平和を改めて考えてみようと思いで応募し、

まさか代表に選ばれるとは思いませんでしたが、代表として選ばれたので選ばれ

たからにはしっかりとやろうと思いました。沖縄や上山中学校とのオンライン交

流会を踏まえ、自分の中で心に残る平和、環境について 2 つ紹介しようと思いま

す。

 　一つ目は、平和のことで、「夢と希望を追っかける事を子どもたちと約束して

ほしい」という言葉で、これは対馬丸記念館前にある対馬丸事件で犠牲になった

子どもたちの慰霊碑の小桜の塔で外間さんがおっしゃった事で、僕は、「沖縄県

学童集団疎開準備要項」が出され、疎開船対馬丸が出港する事になり、アメリカ

軍の潜水艦の魚雷を受け沈没、犠牲になった子どもたちの「夢と希望」。その子

どもたちの夢と希望を追っかけてほしいという思いで外間さんは僕たちにそう

語ってくれたのだと思いました。

　 二つ目は、環境の事で、沖縄県の環境政策の中で、重点的に環境保全を徹底

してると思いました。これは、万座毛石灰岩植物群落などでの赤土等流出防止対

策の推進、廃棄物・リサイクル対策の推進、サンゴ礁の保全、環境配慮の推進、

そして、地球温暖化対策の推薦など、沖縄県前提の問題もあれば、日本全土の問

題でもあると思いました。

　僕は今回の派遣事業を踏まえて平和の事では、戦争をしないこと、考え方の違

いはあっても、討論して考え合う事が大切だと思ったので、今後のグループ活動、

話し合いの場では、意見が違っても相手の意見を受入れようと思いました。

　環境では、主には環境保全で、緑を大切にする、電気を使いすぎない、など、

地球温暖化対策も大切だと思ったので、節水、節電、リサイクルする事に心がけ

ようと思いました。

小桜の塔（慰霊碑）
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　平和・環境学習ツアーを通して、楽しかったこと、学んだことがたくさんあり

ました。

　楽しかったことは、美ら海水族館へ行ったことです。私のお気に入りは、チン

アナゴです。砂から上半身だけ出してゆらゆら揺れている姿は、とてもかわいい

です。普段は体半分は砂の中ですが、たまたま全身砂から出している姿を見るこ

とができました。想像以上に長くてびっくりしました。珍しい姿のチンアナゴを

見ることができ運が良かったです。

　学んだことは、たくさんあります。戦争体験者から話を聞くことが、このツアー

の私の一番の目的でした。そのため対馬丸記念館で対馬丸に乗られた方から話を

伺えたことは、戦争の本を読む以上に得るものが多かったです。対馬丸は古い貨

物船でスピードが出ず、アメリカ軍の標的となりました。魚雷攻撃を受けてから

わずか 10 分足らずで沈没し、就寝中だったため船からの脱出も間に合わず、多

くの子どもたちが船と共に沈み、脱出できても数日間いかだで漂流したそうです。

「対馬丸に乗っていた子どもたちは、年幼くして亡くなりました。彼らは世界が

平和であることを一番に望んでいます。子どもたちができなかった夢と希望を追

いかけることを、子どもたちと約束してほしいです。」と言われました。私は胸

を衝かれました。平和であるからこそ、夢や希望を持つことができ、叶えること

ができます。私たちは平和な世の中に生まれたことを幸せに思い、夢や希望を持

ち、それを叶えるために努めなければいけません。また戦争のない平和な世界に

なるよう、一人一人が自分のできることをしていかなければなりません。戦争に

ついて多くのことを学び、戦争を決してしてはいけないという思いがとても強く

なりました。今の気持ちを、これから先もずっと忘れてはいけないと思います。

戦争について深く考えさせられた三日間でした。今でもふとした時に、戦争につ

いて話を聞いたことが頭をよぎります。　

　戦争のことだけではなく、環境問題についても学びました。現在、地球温暖化

や街を観光地化するための工事で、沖縄の海が汚れたりサンゴが死んだりしてい

ます。沖縄に限らず世界中の自然が破壊されています。これ以上自然を壊さず次

の世代へ自然を残していくために、一人一人が取り組んでいかなければいけませ

ん。私も日々の生活の中から、自分のできることをしていきたいと思います。ま

ずは、冬は寒いですが重ね着などして暖房の温度の上げすぎに気を付けたり、自

動車ではなく自転車を積極的に使おうと思います。

　今回の平和・環境学習ツアーで学んだことは、本当にたくさんありました。い

つもの旅行ではできないような体験もさせていただきました。特に戦争体験者か

ら直接話を聞けたことは、私の財産となりました。このようなすばらしい経験を

させていただき、一宮市１００周年推進室の方や両親に感謝します。

生
徒
感
想
文

丸山  桜 音
（北方中学校・2年）
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　平和・環境学習ツアーを通して、楽しかったこと、学んだことがたくさんあり

ました。

　楽しかったことは、美ら海水族館へ行ったことです。私のお気に入りは、チン

アナゴです。砂から上半身だけ出してゆらゆら揺れている姿は、とてもかわいい

です。普段は体半分は砂の中ですが、たまたま全身砂から出している姿を見るこ

とができました。想像以上に長くてびっくりしました。珍しい姿のチンアナゴを

見ることができ運が良かったです。

　学んだことは、たくさんあります。戦争体験者から話を聞くことが、このツアー

の私の一番の目的でした。そのため対馬丸記念館で対馬丸に乗られた方から話を

伺えたことは、戦争の本を読む以上に得るものが多かったです。対馬丸は古い貨

物船でスピードが出ず、アメリカ軍の標的となりました。魚雷攻撃を受けてから

わずか 10 分足らずで沈没し、就寝中だったため船からの脱出も間に合わず、多

くの子どもたちが船と共に沈み、脱出できても数日間いかだで漂流したそうです。

「対馬丸に乗っていた子どもたちは、年幼くして亡くなりました。彼らは世界が

平和であることを一番に望んでいます。子どもたちができなかった夢と希望を追

いかけることを、子どもたちと約束してほしいです。」と言われました。私は胸

を衝かれました。平和であるからこそ、夢や希望を持つことができ、叶えること

ができます。私たちは平和な世の中に生まれたことを幸せに思い、夢や希望を持

ち、それを叶えるために努めなければいけません。また戦争のない平和な世界に

なるよう、一人一人が自分のできることをしていかなければなりません。戦争に

ついて多くのことを学び、戦争を決してしてはいけないという思いがとても強く

なりました。今の気持ちを、これから先もずっと忘れてはいけないと思います。

戦争について深く考えさせられた三日間でした。今でもふとした時に、戦争につ

いて話を聞いたことが頭をよぎります。　

　戦争のことだけではなく、環境問題についても学びました。現在、地球温暖化

や街を観光地化するための工事で、沖縄の海が汚れたりサンゴが死んだりしてい

ます。沖縄に限らず世界中の自然が破壊されています。これ以上自然を壊さず次

の世代へ自然を残していくために、一人一人が取り組んでいかなければいけませ

ん。私も日々の生活の中から、自分のできることをしていきたいと思います。ま

ずは、冬は寒いですが重ね着などして暖房の温度の上げすぎに気を付けたり、自

動車ではなく自転車を積極的に使おうと思います。

　今回の平和・環境学習ツアーで学んだことは、本当にたくさんありました。い

つもの旅行ではできないような体験もさせていただきました。特に戦争体験者か

ら直接話を聞けたことは、私の財産となりました。このようなすばらしい経験を

させていただき、一宮市１００周年推進室の方や両親に感謝します。
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　僕たちは、学童疎開中に攻撃され、たくさんの尊い命が失われた対馬丸事件に

ついての資料が残された、対馬丸記念館を訪れました。そこで実際に家族を亡く

された遺族の方から、貴重なお話を伺う体験ができました。遺族の方のお話で一

番印象に残ったことは、「亡くなった人たちの想いは今も引き継がれている」と

いうことです。その“想い”とは、「憎しみという報復の連鎖を断ち切り、この

ようなことが二度と起きてほしくない」という平和への強い“希望”ではないかと、

僕は感じました。今、僕たちがやるべきことは、大切な家族を亡くした遺族の方

たちが引き継いだ、犠牲者の方たちの想いをさらに引き継いで、戦争を憎しみで

語るのではなく、“未来への希望”という形で、後の世代につなげていくことで

はないかと感じました。

　記念館についての資料の『今を生きているきみへ（平和の約束）』の中に、「僕

たちは、どうして死ななくちゃいけなかったの？」という 1 文がありました。展

示室にあった遺影の写真には、僕たちや、僕たちより年下の子供たちがたくさん

写っており、中には笑ってこちらを見ている子供たちもいました。僕はその写真

を見て、この子たちが、死ななくてはいけない理由は一つも見つかりませんでし

た。戦争はその国の利益のためだけに関係のない人たちを巻き込みます。僕は、

それは絶対にあってはならないことだと思いました。そのようなことを二度と起

こさないようにするためには、国同士がお互いのいい意見を尊重し合うことが必

要だと思います。国同士でなくても、僕たち一人ひとりが、いい意見をお互いに

尊重し合うことで少しずつ連鎖していき、いつか国同士の大きさまで広げること

ができると思います。だから僕はいろんな人のいい意見を尊重していきます。そ

れが、対馬丸事件の犠牲者の方たちから僕に託された大切な課題ではないかと感

じました。今回の100周年記念の派遣でこのような貴重な体験ができて本当に良

かったです。
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徒
感
想
文

鷲津  怜 恩
（木曽川中学校・2年）
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　僕たちは、学童疎開中に攻撃され、たくさんの尊い命が失われた対馬丸事件に

ついての資料が残された、対馬丸記念館を訪れました。そこで実際に家族を亡く

された遺族の方から、貴重なお話を伺う体験ができました。遺族の方のお話で一

番印象に残ったことは、「亡くなった人たちの想いは今も引き継がれている」と

いうことです。その“想い”とは、「憎しみという報復の連鎖を断ち切り、この

ようなことが二度と起きてほしくない」という平和への強い“希望”ではないかと、

僕は感じました。今、僕たちがやるべきことは、大切な家族を亡くした遺族の方

たちが引き継いだ、犠牲者の方たちの想いをさらに引き継いで、戦争を憎しみで

語るのではなく、“未来への希望”という形で、後の世代につなげていくことで

はないかと感じました。

　記念館についての資料の『今を生きているきみへ（平和の約束）』の中に、「僕

たちは、どうして死ななくちゃいけなかったの？」という 1 文がありました。展

示室にあった遺影の写真には、僕たちや、僕たちより年下の子供たちがたくさん

写っており、中には笑ってこちらを見ている子供たちもいました。僕はその写真

を見て、この子たちが、死ななくてはいけない理由は一つも見つかりませんでし

た。戦争はその国の利益のためだけに関係のない人たちを巻き込みます。僕は、

それは絶対にあってはならないことだと思いました。そのようなことを二度と起

こさないようにするためには、国同士がお互いのいい意見を尊重し合うことが必

要だと思います。国同士でなくても、僕たち一人ひとりが、いい意見をお互いに

尊重し合うことで少しずつ連鎖していき、いつか国同士の大きさまで広げること

ができると思います。だから僕はいろんな人のいい意見を尊重していきます。そ

れが、対馬丸事件の犠牲者の方たちから僕に託された大切な課題ではないかと感

じました。今回の100周年記念の派遣でこのような貴重な体験ができて本当に良

かったです。
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　今回のツアーは、一宮市と那覇市がともに市制施行100周年を迎えることや、先の
太平洋戦争時に撃沈された学童疎開船「対馬丸」で犠牲になった子供たちの慰霊塔が
旧丹陽村の男性の呼びかけで寄附を募り建立された、そんな縁もあって、平和の大切
さを後世に伝えるための事業として開催しました。
　ツアー中は、数年に一度とも言われる寒波の影響で、私たちが想像していた沖縄と
は別の“寒い沖縄”でした。強風に吹きさらされ、普段写真で見るようなマリンブルー
を目にすることはありませんでしたが、それでもサンゴ礁の影や波間に見る海の色は、
「青い星地球」の大自然を感じるものでした。
　対馬丸記念館やひめゆりの塔では、生徒たちと同世代の子供たちを襲った悲劇を解
説するビデオや写真に対し、真剣な眼差しで見入る姿がありました。また、対馬丸事
件で実際に姉妹を亡くされた方と、4 歳で乗船し父親の命に代えた必死の想いによっ
て何とか救助された方の話を直接聞く機会に恵まれ、平和の尊さ、命の尊さを身に染
みて感じ取ったのではないかと思います。
　那覇市立上山中学校との交流会では、初めて会う友達ともすぐに打ち解け、それぞ
れの住む地域の違いや平和について語らい、最後は私たちの姿が見えなくなるまで手
を振って見送ってくれました。オンラインだけでなく、直接会うことができて本当に
よかったと思う瞬間でした。
　その他にも、2019年10月に火災で焼け落ちた首里城の復旧の様子や、小笠原諸島
の海底火山「福徳岡ノ場」から噴出した軽石が海岸に漂着している様子など、このタ
イミングならではの沖縄を見ることもできました。移動中のバスでも、「平和・環境」
のテーマに沿ったガイドさんの解説で満たされ、生徒たちにとって、まさに沖縄学習
づくしでした。
　新型コロナのオミクロン株による第 6 波が始まるやもしれないという時期にあって、
私たち引率者は生徒の安全に最大限気を配りましたが、生徒たちも制限ある行動を遵
守し、何とか無事にこのツアーを終えることができました。
　最後に、参加された生徒の皆さんが、平和の尊さや地球環境の大切さなど、このツアー
を通じて学び、感じとったことを糧にして、大きく成長されていくことを期待してい
ます。

「中学生　平和・環境学習ツアーin沖縄」を終えて

長谷川 賢治引率者代表
（一宮市総合政策部次長）
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